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牛乳乳製品統計調査

審査事項一覧表
（平成28年4月現在）



別紙10

１　牛乳乳製品統計調査（基礎調査）調査票（案）

本調査票は確定していないため変更する場合がある。

別記様式第１号（第５条関係）

・網掛け部分は記入の必要はありません。

 


１ 経営組織 ２ 常用従業者数（12月31日現在）
　

３　生乳の送受乳量及び処理内訳（12月の月間） 単位：ｔ

４　牛乳等の生産量及び出荷状況（１月～12月） 単位：kl

５　飲用牛乳等の容器容量別生産量（10月の月間） 単位：kl

６　生産能力（12月31日現在）

７　乳製品の生産量（１月～12月）及び年末在庫量（12月31日現在） 単位：kg

生産能力（12月31日現在）

区　分

生乳の

貯乳能力 飲用牛乳等 はっ酵乳 粉　乳

（ｔ） （ｌ／h） （ｌ／h） （kg／h） （kg／h） （l／バット） （kg／バット）

クリーム
チーズ

れん乳
連続式 バッチ式 連続式 バッチ式

バター

（kg／h） （l／バット） （kg／h）

加工乳・成分調整牛乳  （10月の月間）

500ml以上

牛　乳　          　　（10月の月間）

区　分 計
ガラスびん 紙製容器

その他
500ml未満 500ml以上 500ml未満

１月～12月

区　分

飲 用 牛 乳 等 生 産 量

乳 飲 料 はっ酵乳 乳酸菌飲料       飲用牛乳等の県外出荷の実績

      又は予定の有無（１月～12月）計 牛 乳
加工乳・

成分調整牛乳うち、業務用
 うち、

 学校給食用
うち、業務用

うち、

成分調整牛乳
 有る：１

 無し：２

12月の月間

区　分

受　乳　量

計

記入者氏名

 １：会社

総処理量 牛乳等向け 乳製品向け 欠 減 うち、

 業務用向け

 うち、

 チーズ向け

うち、

クリーム等向け

人
 ２：農業協同組合
 ３：個人・その他

県 内 県 外 県 内 県 外

生産者・集乳所から 他工場・処理場から

 在庫量(輸入)(12月31日現在）

区　分

工　場
農林水産省

秘   平成　　年 　牛乳乳製品統計調査

　　基　礎　調　査　票（案）
調査年 都道府県 管理番号 分類符号

統計法に基づく基幹統計

他工場・

処理場への

送乳量

生 乳 の 処 理 内 訳

牛乳乳製品統計

ホエイ

パウダー

 生産量(１月～12月)

 在庫量(合計)(12月31日現在）

全粉乳 脱脂粉乳 調製粉乳

 在庫量(国産)(12月31日現在）

バター

 注：年末在庫量については、本社が複数の工場・倉庫分を一括で把握している場合は記入する

　　 必要はありません。

クリーム チーズ うち,直接消費用

ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞ
加糖れん乳 無糖れん乳 脱脂加糖れん乳

れ ん 乳
乳脂肪分８％

以上のｱｲｽｸﾘｰﾑ

(単位：kl）

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25%未満

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25～45%

統計法に基づく国の統

計調査です。調査票情

報の秘密の保護に万全

を期します。



別紙10

調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

指標部 1 指標部に記入漏れ又は誤りがないか
各コードを牛乳処理場・乳製品工場一覧表で確認してく
ださい。

１　経営組織 2 記入内容が前年と違っていないか
前年と違う経営組織を記入している場合は、調査客体に
確認してください。

２　従業員数（12月31日現在） 3 記入内容が前年と違っていないか
前年と５人以上の差が出た場合は、調査客体に理由を確
認してください。

２　牛乳乳製品統計調査（基礎調査）審査事項一覧表

工　場調査年 都道府県 管理番号 分類符号



別紙10

調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

３　生乳の送受乳量及び処理内訳
　（12月の月間）

4 計と内訳が一致しているか 一致しない場合は、調査客体に確認してください。

5 前年値と比べ大きな変動はないか
前年は県外の受乳がないのに本年はある（ない）場合
等、変動の理由を調査客体に確認してください。

6 他工場・処理場への送乳量に大きな変動はないか
対前年比で10％以上の差が出た場合は、調査客体に理由
を確認してください。

7 『受乳量　計』－『他工場・処理場への送乳量』＝『総処理量』が一致すること 一致しない場合は、調査客体に確認してください。

= 



別紙10

調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

３　生乳の送受乳量及び処理内訳
　（12月の月間）（つづき）

8 計と内訳が一致しているか 一致しない場合は、調査客体に確認してください。

9 生乳の処理内訳に大きな変動はないか
対前年比で10％以上の差が出た場合は、調査客体に理由
を確認してください。

10 『牛乳等向け』が『うち、業務用向け』以上となっていること
大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

11 『乳製品向け』が『うち、チーズ向け＋うち、クリーム等向け』以上となっていること
大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

≧ 

≧ 

8 

9 

10 

11 



別紙10

調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

４　牛乳等の生産量及び出荷状況
　（１月～12月）

12 『計』と『牛乳＋加工乳・成分調整牛乳』が一致すること 一致しない場合は、調査客体に確認してください。

13 『牛乳』が『うち、業務用＋うち、学校給食用』以上となっていること
大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

14 『加工乳・成分調整牛乳』が『うち、業務用』以上となっていること
大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

15 『加工乳・成分調整牛乳』が『うち、成分調整牛乳』以上となっていること
大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

≧ 

≧ 

12 

13 

14 

15 

≧ 
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調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

５　飲用牛乳等の容器別容器容量別
　生産量（10月の月間）

16 容器容量別生産量の各計に大きな変動はないか
対前年比で10％以上の差が出た場合は、調査客体に理由
を確認してください。

17
『牛乳　計』と『ガラスビン500ml未満＋ガラスビン500ml以上＋紙製容器500ml未満＋紙製容器
500ml以上＋その他』が一致すること

一致しない場合は、調査客体に確認してください。

18
『加工乳・成分調整牛乳　計』と『ガラスビン500ml未満＋ガラスビン500ml以上＋紙製容器
500ml未満＋紙製容器500ml以上＋その他』が一致すること

一致しない場合は、調査客体に確認してください。

= 

= 

16 

17 

18 
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調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

６　生産能力（12月31日現在） 19 飲用牛乳等の生産能力がないのに飲用牛乳の生産量がある 調査客体に確認してください。

20 はっ酵乳の生産能力がないのにはっ酵乳の生産量がある 調査客体に確認してください。

記入あり 

記入なし 

記入あり 

記入なし 
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調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

６　生産能力（12月31日現在）
　（つづき）

21 粉乳の生産能力がないのに粉乳の生産量がある 調査客体に確認してください。

22 バターの生産能力がないのにバターの生産量がある 調査客体に確認してください。

７　乳製品の生産量（１月～12月）及び年末在庫量（12月31日現在） 単位：kg

 在庫量(輸入)(12月31日現在）

区　分
ホエイ

パウダー

 生産量(１月～12月)

 在庫量(合計)(12月31日現在）

全粉乳 脱脂粉乳 調製粉乳

 在庫量(国産)(12月31日現在）

バター

 注：年末在庫量については、本社が複数の工場・倉庫分を一括で把握している場合は記入する

　　 必要はありません。

クリーム チーズ うち,直接消費用

ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞ
加糖れん乳 無糖れん乳 脱脂加糖れん乳

れ ん 乳
乳脂肪分８％

以上のｱｲｽｸﾘｰﾑ

(単位：kl）

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25%未満

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25～45%

７　乳製品の生産量（１月～12月）及び年末在庫量（12月31日現在） 単位：kg

 在庫量(輸入)(12月31日現在）

区　分
ホエイ

パウダー

 生産量(１月～12月)

 在庫量(合計)(12月31日現在）

全粉乳 脱脂粉乳 調製粉乳

 在庫量(国産)(12月31日現在）

バター

 注：年末在庫量については、本社が複数の工場・倉庫分を一括で把握している場合は記入する

　　 必要はありません。

クリーム チーズ うち,直接消費用

ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞ
加糖れん乳 無糖れん乳 脱脂加糖れん乳

れ ん 乳
乳脂肪分８％

以上のｱｲｽｸﾘｰﾑ

(単位：kl）

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25%未満

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25～45%

記入あり 

記入なし 

記入なし 

記入あり 
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調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

６　生産能力（12月31日現在）
　（つづき）

23 クリームの生産能力がないのにクリームの生産量がある 調査客体に確認してください。

24 チーズの生産能力がないのにチーズの生産量がある 調査客体に確認してください。

７　乳製品の生産量（１月～12月）及び年末在庫量（12月31日現在） 単位：kg

 在庫量(輸入)(12月31日現在）

区　分
ホエイ

パウダー

 生産量(１月～12月)

 在庫量(合計)(12月31日現在）

全粉乳 脱脂粉乳 調製粉乳

 在庫量(国産)(12月31日現在）

バター

 注：年末在庫量については、本社が複数の工場・倉庫分を一括で把握している場合は記入する

　　 必要はありません。

クリーム チーズ うち,直接消費用

ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞ
加糖れん乳 無糖れん乳 脱脂加糖れん乳

れ ん 乳
乳脂肪分８％

以上のｱｲｽｸﾘｰﾑ

(単位：kl）

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25%未満

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25～45%

７　乳製品の生産量（１月～12月）及び年末在庫量（12月31日現在） 単位：kg

 在庫量(輸入)(12月31日現在）

区　分
ホエイ

パウダー

 生産量(１月～12月)

 在庫量(合計)(12月31日現在）

全粉乳 脱脂粉乳 調製粉乳

 在庫量(国産)(12月31日現在）

バター

 注：年末在庫量については、本社が複数の工場・倉庫分を一括で把握している場合は記入する

　　 必要はありません。

クリーム チーズ うち,直接消費用

ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞ
加糖れん乳 無糖れん乳 脱脂加糖れん乳

れ ん 乳
乳脂肪分８％

以上のｱｲｽｸﾘｰﾑ

(単位：kl）

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25%未満

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25～45%

記入なし 

記入あり 

記入なし 

記入あり 

７　乳製品の生産量（１月～12月）及び年末在庫量（12月31日現在） 単位：kg

 在庫量(輸入)(12月31日現在）

区　分
ホエイ

パウダー

 生産量(１月～12月)

 在庫量(合計)(12月31日現在）

全粉乳 脱脂粉乳 調製粉乳

 在庫量(国産)(12月31日現在）

バター

 注：年末在庫量については、本社が複数の工場・倉庫分を一括で把握している場合は記入する

　　 必要はありません。

クリーム チーズ うち,直接消費用

ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞ
加糖れん乳 無糖れん乳 脱脂加糖れん乳

れ ん 乳
乳脂肪分８％

以上のｱｲｽｸﾘｰﾑ

(単位：kl）

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25%未満

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25～45%
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調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

６　生産能力（12月31日現在）
　（つづき）

25 れん乳の生産能力がないのにれん乳の生産量がある 調査客体に確認してください。

26
『ホエイパウダー』が『うちタンパク質含有量25％未満』＋『うちタンパク質含有量25～45％』
以上となっていること

大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

27
『在庫量（合計）（12月31日現在）』が『在庫量（国産）（12月31日現在）』＋『在庫量
（輸入）（12月31日現在）』が一致すること。

一致しない場合は、調査客体に確認してください。

なお、審査事項一覧表は変更する場合がある。

７　乳製品生産量（１月～12月）及び年
末在庫量（12月31日現在）

７　乳製品の生産量（１月～12月）及び年末在庫量（12月31日現在） 単位：kg

 在庫量(輸入)(12月31日現在）

区　分
ホエイ

パウダー

 生産量(１月～12月)

 在庫量(合計)(12月31日現在）

全粉乳 脱脂粉乳 調製粉乳

 在庫量(国産)(12月31日現在）

バター

 注：年末在庫量については、本社が複数の工場・倉庫分を一括で把握している場合は記入する

　　 必要はありません。

クリーム チーズ うち,直接消費用

ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞ
加糖れん乳 無糖れん乳 脱脂加糖れん乳

れ ん 乳
乳脂肪分８％

以上のｱｲｽｸﾘｰﾑ

(単位：kl）

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25%未満

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25～45%

７　乳製品の生産量（１月～12月）及び年末在庫量（12月31日現在） 単位：kg

 在庫量(輸入)(12月31日現在）

区　分
ホエイ

パウダー

 生産量(１月～12月)

 在庫量(合計)(12月31日現在）

全粉乳 脱脂粉乳 調製粉乳

 在庫量(国産)(12月31日現在）

バター

 注：年末在庫量については、本社が複数の工場・倉庫分を一括で把握している場合は記入する

　　 必要はありません。

クリーム チーズ うち,直接消費用

ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞ
加糖れん乳 無糖れん乳 脱脂加糖れん乳

れ ん 乳
乳脂肪分８％

以上のｱｲｽｸﾘｰﾑ

(単位：kl）

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25%未満

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25～45%

７　乳製品の生産量（１月～12月）及び年末在庫量（12月31日現在） 単位：kg

 在庫量(輸入)(12月31日現在）

区　分
ホエイ

パウダー

 生産量(１月～12月)

 在庫量(合計)(12月31日現在）

全粉乳 脱脂粉乳 調製粉乳

 在庫量(国産)(12月31日現在）

バター

 注：年末在庫量については、本社が複数の工場・倉庫分を一括で把握している場合は記入する

　　 必要はありません。

クリーム チーズ うち,直接消費用

ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞ
加糖れん乳 無糖れん乳 脱脂加糖れん乳

れ ん 乳
乳脂肪分８％

以上のｱｲｽｸﾘｰﾑ

(単位：kl）

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25%未満

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25～45%

７　乳製品の生産量（１月～12月）及び年末在庫量（12月31日現在） 単位：kg

 在庫量(輸入)(12月31日現在）

区　分
ホエイ

パウダー

 生産量(１月～12月)

 在庫量(合計)(12月31日現在）

全粉乳 脱脂粉乳 調製粉乳

 在庫量(国産)(12月31日現在）

バター

 注：年末在庫量については、本社が複数の工場・倉庫分を一括で把握している場合は記入する

　　 必要はありません。

クリーム チーズ うち,直接消費用

ﾅﾁｭﾗﾙﾁｰｽﾞ
加糖れん乳 無糖れん乳 脱脂加糖れん乳

れ ん 乳
乳脂肪分８％

以上のｱｲｽｸﾘｰﾑ

(単位：kl）

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25%未満

うち,ﾀﾝﾊﾟｸ質

含有量

25～45%

記入なし 

記入あり 

≧ 

=
 

=
 

=
 

=
 

≧ 
≧ 
≧ 



本調査票は確定していないため変更する場合がある。

３　月別調査票

別
記

様
式

第
２

号
（

第
５

条
関

係
）

単
位

：
ｔ

（
イ

）
の

内
訳

単
位

：
ｔ

（
エ

）
の

内
訳

単
位

：
ｔ

（
カ

）
の

内
訳

単
位

：
ｔ

２
　

生
乳

の
処

理
量

　
（

ト
ン

単
位

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

）
単

位
：

ｔ

３
　

牛
乳

等
の

生
産

量
　

（
キ

ロ
リ

ッ
ト

ル
単

位
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
）

単
位

：
k
l

４
　

飲
用

牛
乳

等
の

都
道

府
県

別
出

荷
量

　
（

キ
ロ

リ
ッ

ト
ル

単
位

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

）
単

位
：

k
l

５
　

乳
製

品
の

生
産

量
及

び
月

末
在

庫
量

　
（

キ
ロ

グ
ラ

ム
単

位
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
た

だ
し

、
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

は
キ

ロ
リ

ッ
ト

ル
単

位
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
）

単
位

：
k
ｇ

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

注
：

月
末

在
庫

量
に

つ
い

て
は

、
本

社
が

複
数

の
工

場
・

倉
庫

分
を

一
括

で
把

握
し

て
い

る
場

合
は

記
入

す
る

必
要

は
あ

り
ま

せ
ん

。

加
 
糖

 
れ

 
ん

 
乳

無
 
糖

 
れ

 
ん

 
乳

う
ち

、
タ

ン
パ

ク
質

含
有

量

25%未
満

脱
脂

加
糖

れ
ん

乳

区
 
分

全
 
粉

 
乳

脱
 
脂

 
粉

 
乳

調
 
製

 
粉

 
乳

生
 
産

 
量

区
 
分

バ
　

タ
　

ー
ク

 
リ

 
ー

 
ム

：
：

：
：

：
：

調
 
査

 
年

　
　

　
　

　
　

　
　

　
牛

 
乳

 
乳

 
製

 
品

 
統

 
計

 
調

 
査

　
　
月

 
別

 
調

 
査

 
票

 
（

牛
乳

処
理

場
・

乳
製

品
工

場
用

）
(
案

)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
平

成
　

　
年

　
　

月
分

)
秘

農
林

水
産

省
 
 
 
 
・

記
載

は
、

１
枠

１
文

字
で

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 
 
 
・

網
掛

け
部

分
は

記
入

の
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 
 
 
 
・

こ
の

調
査

票
は

、
直

接
機

械
で

読
み

と
り

ま
す

の
で

、
汚

し
た

り
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。

 
 
 
 
 
 
ま

た
、

数
字

の
記

入
に

当
た

っ
て

は
以

下
の

記
入

見
本

を
参

考
に

し
て

黒
い

鉛
筆

を
使

用
し

、
間

違
え

た
場

合
に

は
消

し
ゴ

ム
で

き
れ

い
に

消
し

て
く

だ
さ

い
。

統
計
法
に
基
づ
く
基
幹
統
計

牛
乳

乳
製

品
統

計
　
記
入
見
本

：
：

調
査

月
都

道
府

県
管

理
番

号
工

　
場

：
：

：
：

記
入

者
氏

名

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

１
　

生
乳

の
送

受
乳

量
及

び
繰

越
、

繰
入

量
（

ト
ン

単
位

で
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

）

　
 
　

生
産

者
・

集
乳

所
か

ら
の

受
乳

量
他

工
場

・
処

理
場

か
ら

の
受

乳
量

他
工

場
・

処
理

場
へ

の
送

乳
量

先
月

か
ら

の

繰
　

入
　

量

（
キ

）

翌
月

へ
の

繰
 
越

 
量

（
ク

）
県

内
か

ら
（

ア
）

県
外

か
ら

（
イ

）
県

内
か

ら
（

ウ
）

県
外

か
ら

（
エ

）
県

内
へ

（
オ

）
県

外
へ

（
カ

）

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：

都
道

府
県

名
受

　
乳

　
量

都
道

府
県

名
工

場
・

処
理

場
名

受
　

乳
　

量
都

道
府

県
名

工
場

・
処

理
場

名
送

　
乳

　
量

：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

生
乳

処
理

量
(ア

)＋
(イ

)＋
(ウ

)＋
(エ

)－

(オ
)－

(カ
)＋

(キ
)－

(ク
)－

処
　

理
　

内
　

訳

牛
乳

等
向

け
乳

製
品

向
け

欠
　

　
減

う
ち

、
業

務
用

向
け

う
ち

、
チ

ー
ズ

向
け

う
ち

、
ク

リ
ー

ム
等

向
け

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

飲
　

用
　

牛
　

乳
　

等

乳
 
飲

 
料

は
っ

酵
乳

乳
酸

菌
飲

料
計

(
ケ

)
＋

(
コ

)

牛
　

乳

(
ケ

)

加
工

乳
・

成
分

調
整

牛
乳

(
コ

)
う

ち
、

業
務

用
 
　

う
ち

、

 
　

学
校

給
食

用
う

ち
、

業
務

用
 
 
う

ち
、

 
 
成

分
調

整
牛

乳

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

番
号

都
道

府
県

名
計

：
：

自
 
県

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

出
 
荷

 
量

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

番
号

都
道

府
県

名
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：

出
 
荷

 
量

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

生
 
産

 
量

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

在
庫

量
(
合

計
)

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

：
：

生
 
産

 
量

：
：

：
在

庫
量

(
輸

入
)

：
：

：

乳
脂

肪
分

８
％

以
上

の

ア
イ

ス
ク

リ
ー

ム

（
単

位
：

k
l
）

在
 
庫

 
量

チ
 
ー

 
ズ

う
ち

、
直

接
消

費
用

ナ
チ

ュ
ラ

ル
チ

ー
ズ

ホ
エ

イ
パ

ウ
ダ

ー

区
 
分

：

在
庫

量
(
国

産
)

：

う
ち

、
タ

ン
パ

ク
質

含
有

量

25～
45%

：
：

：
：

入
力

方
向

5
１
3
1

9
0

1
2

3
4

5
6

7
8

統
計

法
に

基
づ

く
国

の
統

計
調

査
で

す
。

調
査

票
情

報
の

秘
密

の
保

護
に

万
全

を
期
し
ま

す
。



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

コードの転記 1
調査項目にある「都道府県名」、「処理場・工場名」のコードについては、農林水産省が貸与
した「牛乳乳製品統計調査　牛乳処理場・乳製品工場一覧表」に記載されている「県番号」、
「工場・処理場番号」を転記してください。

各コードを牛乳処理場・乳製品工場一覧表で確認してく
ださい。

2 指標部に記入漏れ誤りがないか
各コードを牛乳処理場・乳製品工場一覧表で確認してく
ださい。

3 『県外から(イ)』と『(イ)の内訳』の受乳量の合計が一致していること
一致しない場合は、調査客体にどちらが正しいか確認し
てください。

4 『県外から(エ)』と『(エ)の内訳』の受乳量の合計が一致していること
一致しない場合は、調査客体にどちらが正しいか確認し
てください。

5 『県外へ(カ)』と『(カ)の内訳』の送乳量の合計が一致していること
一致しない場合は、調査客体にどちらが正しいか確認し
てください。

４　月別調査票の審査

指標部

１　生乳の送受乳量及び繰越、繰入量

調 査 年 調査月 都道府県 管理番号 工　場

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

6 『県内から(ア)』～『翌月への繰越量(ク)』の各項目の量について前年同月値と比較します
対前年同月比で10％以上、もしくは100ｔ以上の差が出
た場合は、調査客体に理由を確認してください。

7 『県内から(ア)』～『翌月への繰越量(ク)』の各項目の量について前月値と比較します
対前月比で10％以上、もしくは100ｔ以上の差が出た場
合は、調査客体に理由を確認してください。

8 『ｂ』と指標部『ａ』が一致しないこと
(イ)の内訳は県外からの受乳量なので指標部『ａ』と同
じコードが『ｂ』に記入されることはありません。

9 『ｂ』があって、『ｃ』が空欄となっていないか、又はその逆
『ｂ』に記入がある場合『ｃ』へ数値が記入されている
必要があります。（その逆も）
空欄の場合は、調査客体に確認してください。

10 調査月から前12ヶ月の間に、取引実績がない都道府県名が記入されている場合 間違いがないか、調査客体に確認してください。

１　生乳の送受乳量及び繰越、繰入量
　　（つづき）

１　(イ)の内訳

b 

a 

≠ 

ｃ 



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

11 『ｂ』と指標部『ａ』が一致しないこと
(エ)の内訳は県外他工場からの受乳量なので指標部
『ａ』と同じコードが『ｂ』に記入されることはありま
せん。

12 同一行上の『ｂ』、『ｃ』、『ｄ』の全てに記入があること

『ｂ』、『ｃ』、『ｄ』のいずれかに記入がある場合、
同一行上の全てに記入されている必要があります。
いずれかが空欄となっている場合は、調査客体に確認し
てください。

13 調査月から前12ヶ月の間に、取引実績がない都道府県名又は処理場・工場名が記入されている場合間違いがないか、調査客体に確認してください。

１　(エ)の内訳

b 
 

a 

≠ 

d 
 

c 
 



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

14 『ｂ』と指標部『ａ』が一致しないこと
(カ)の内訳は県外への送乳量なので指標部『ａ』と同じ
コードが『ｂ』に記入されることはありません。

15 同一行上の『ｂ』、『ｃ』、『ｄ』の全てに記入があること

『ｂ』、『ｃ』、『ｄ』のいずれかに記入がある場合、
同一行上の全てに記入されている必要があります。
いずれかが空欄となっている場合は、調査客体に確認し
てください。

16 調査月から前12ヶ月の間に、取引実績がない都道府県名又は処理場・工場名が記入されている場合間違いがないか、調査客体に確認してください。

１　(カ)の内訳

b 

a 

≠ 

d c 



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

17 『生乳処理量』と『(ア)＋(イ)＋(ウ)＋(エ)－(オ)－(カ)＋(キ)－(ク)』が一致すること 一致しない場合は、調査客体に確認してください。

18 『生乳処理量』と『牛乳等向け＋乳製品向け＋欠減』が一致すること 一致しない場合は、調査客体に確認してください。

19 『牛乳等向け』が『うち、業務用向け』以上となっていること
大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

20 『乳製品向け』が『うち、チーズ向け＋うち、クリーム等向け』以上となっていること
大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

21 『生乳処理量』及び『処理内訳』の各項目の量について前年同月値と比較します
対前年同月比で10％以上、もしくは100ｔ以上の差が出
た場合は、調査客体に理由を確認してください。

22 『生乳処理量』及び『処理内訳』の各項目の量について前月値と比較します
対前月比で10％以上、もしくは100ｔ以上の差が出た場
合は、調査客体に理由を確認してください。

２　生乳の処理量

≧ ≧ 

19 20 



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

23 『計』と『牛乳(ケ)＋加工乳・成分調整牛乳(コ)』が一致すること 一致しない場合は、調査客体に確認してください。

24 『牛乳』が『うち、業務用＋うち、学校給食用』以上となっていること
大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

25 『加工乳・成分調整牛乳』が『うち、業務用』以上となっていること
大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

26 『加工乳・成分調整牛乳』が『うち、成分調整牛乳』以上となっていること
大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

３　牛乳等の生産量

23 

24 

25 

26 

≧ 

≧ 

≧ 



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

27
『牛乳』、『加工乳・成分調整牛乳』、『乳飲料』、『はっ酵乳』、『乳酸菌飲料』のいずれ
かに記入があれば『２　生乳の処理量』の『牛乳等向け』に記入があること

一致しない場合は、調査客体に確認してください。

28
『３　牛乳等の生産量　牛乳うち業務用向け及び加工乳・成分調整牛乳うち業務用向け』のい
ずれかに記入があれば『２　生乳の処理量　牛乳等向けうち業務用向け』に記入があること

一致しない場合は、調査客体に確認してください。

　

29 『飲用牛乳等計』～『乳酸菌飲料』の各項目の量について前年同月値と比較します
対前年同月比で10％以上の差が出た場合は、調査客体に
理由を確認してください。

30 『飲用牛乳等計』～『乳酸菌飲料』の各項目の量について前月値と比較します
対前月比で10％以上の差が出た場合は、調査客体に理由
を確認してください。

３　牛乳等の生産量（つづき）

27 

28 



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

31
『３　牛乳等の生産量　計』と『４　飲用牛乳等の都道府県別出荷量　計』が一致しているこ
と

一致しない場合は、調査客体に確認してください。

32 『自県コード』と指標部『都道府県コード』が一致していること
一致しない場合は、『自県コード』を修正してくださ
い。

４　飲用牛乳等の都道府県別出荷量



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

４　飲用牛乳等の都道府県別出荷量
　（つづき）

33
自県以外への『出荷量』がある場合、『都道府県名・コード』と指標部『都道府県コード』が
一致していないこと

県外への出荷量なので指標部『都道府県コード』と同じ
『都道府県名・コード』が記入されることはありませ
ん。必要に応じ、調査客体に確認してください。

34
『４　飲用牛乳等の都道府県別出荷量　計』と都道府県別出荷量の積み上げが一致しているこ
と

一致しない場合は、調査客体に確認してください。

35 都道府県名・コードがあって、『都道府県別出荷量』が空欄となっていないか、又はその逆

『都道府県名・コード』に記入がある場合『都道府県別
出荷量』に数値が記入されている必要があります。（そ
の逆も）
空欄の場合は、調査客体に確認してください。

36 調査月より前12ヶ月間で取引のない都道府県名が記入されている場合
調査客体に確認し、取引が行われているか確認してくだ
さい。

= 

≠ 



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

37 『チーズ』が『うち、直接消費用ナチュラルチーズ』以上となっていること
大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

38 『バター』に記入があるのに『生乳の処理量　乳製品向け』に記入がない
この場合、生乳からの製造ではなく、購入したクリーム
等を原料にバターを生産している場合等がありますので
調査客体に確認してください。

５　乳製品の生産量及び月末在庫量

５　乳製品の生産量及び月末在庫量　（キログラム単位で記入してください。ただし、アイスクリームはキロリットル単位で記入してください。） 単位：kｇ

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ：

加 糖 れ ん 乳 無 糖 れ ん 乳

うち、タンパク質含有量

25%未満

区 分 全 粉 乳 脱 脂 粉 乳 調 製 粉 乳

生 産 量

区 分 バ　タ　ー ク リ ー ム

： ：

生 産 量 ： ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

： ：

： ： ： ：： ： ： ：

在庫量(合計) ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

： ： ：在庫量(輸入) ： ： ：

在 庫 量

チ ー ズ
うち、直接消費用

ナチュラルチーズ

ホエイパウダー

：

在庫量(国産) ：

うち、タンパク質含有量

25～45%

： ： ： ：

≧ 

記入なし 

記入あり 



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

39
『クリーム』に記入があるのに『生乳の処理量　乳製品向けうち、クリーム等向け』に記入が
ない

この場合、成分調整牛乳の製造工程で発生したクリーム
を再調整している可能性等がありますので、調査客体に
確認してください。

40
『クリーム』に記入がないのに『生乳の処理量　乳製品向けうち、クリーム等向け』に記入が
ある

この場合、生乳がクリーム以外の濃縮乳、脱脂濃縮乳に
仕向けられた可能性等がありますので、調査客体に確認
してください。

５　乳製品の生産量及び月末在庫量
（つづき）

５　乳製品の生産量及び月末在庫量　（キログラム単位で記入してください。ただし、アイスクリームはキロリットル単位で記入してください。） 単位：kｇ

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ：

加 糖 れ ん 乳 無 糖 れ ん 乳

うち、タンパク質含有量

25%未満

区 分 全 粉 乳 脱 脂 粉 乳 調 製 粉 乳

生 産 量

区 分 バ　タ　ー ク リ ー ム

： ：

生 産 量 ： ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

： ：

： ： ： ：： ： ： ：

在庫量(合計) ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

： ： ：在庫量(輸入) ： ： ：

在 庫 量

チ ー ズ
うち、直接消費用

ナチュラルチーズ

ホエイパウダー

：

在庫量(国産) ：

うち、タンパク質含有量

25～45%

： ： ： ：

記入なし 

記入あり 

記入あり 

記入なし 



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

41 『チーズ』に記入があるのに『生乳の処理量　乳製品向けうち、チーズ向け』に記入がない
この場合、生乳からの製造ではなく、海外からの輸入
チーズ等を原料にチーズを生産している可能性等があり
ますので調査客体に確認してください。

42 『チーズ』に記入がないのに『生乳の処理量　乳製品向けうち、チーズ向け』に記入がある
この場合、プロセスチーズ原料用ナチュラルチーズを生
産している可能性等がありますので調査客体に確認して
ください。

５　乳製品の生産量及び月末在庫量
（つづき）

５　乳製品の生産量及び月末在庫量　（キログラム単位で記入してください。ただし、アイスクリームはキロリットル単位で記入してください。） 単位：kｇ

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ：

加 糖 れ ん 乳 無 糖 れ ん 乳

うち、タンパク質含有量

25%未満

区 分 全 粉 乳 脱 脂 粉 乳 調 製 粉 乳

生 産 量

区 分 バ　タ　ー ク リ ー ム

： ：

生 産 量 ： ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

： ：

： ： ： ：： ： ： ：

在庫量(合計) ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

： ： ：在庫量(輸入) ： ： ：

在 庫 量

チ ー ズ
うち、直接消費用

ナチュラルチーズ

ホエイパウダー

：

在庫量(国産) ：

うち、タンパク質含有量

25～45%

： ： ： ：

記入あり 

記入なし 

記入なし 

記入あり 



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

43
『全粉乳』～『アイスクリーム』の各項目の生産量及び在庫量について前年同月値と比較しま
す

対前年同月比で10％以上の差が出た場合は、調査客体に
理由を確認してください。

44 『全粉乳』～『アイスクリーム』の各項目の生産量及び在庫量について前月値と比較します
対前月比で10％以上の差が出た場合は、調査客体に理由
を確認してください。

５　乳製品の生産量及び月末在庫量
（つづき）

５　乳製品の生産量及び月末在庫量　（キログラム単位で記入してください。ただし、アイスクリームはキロリットル単位で記入してください。） 単位：kｇ

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

注：月末在庫量については、本社が複数の工場・倉庫分を一括で把握している場合は記入する必要はありません。

加 糖 れ ん 乳 無 糖 れ ん 乳

うち、タンパク質含有量

25%未満

脱脂加糖れん乳

区 分 全 粉 乳 脱 脂 粉 乳 調 製 粉 乳

生 産 量

区 分 バ　タ　ー ク リ ー ム

： ：

生 産 量 ： ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

： ：

： ： ： ：： ： ： ：

在庫量(合計) ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

生 産 量

： ： ：在庫量(輸入) ： ： ：

乳脂肪分８％以上の

アイスクリーム

（単位：kl）

在 庫 量

チ ー ズ
うち、直接消費用

ナチュラルチーズ

ホエイパウダー

区 分

：

在庫量(国産) ：

うち、タンパク質含有量

25～45%

： ： ： ：



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

45
『ホエイパウダー』が『うちタンパク質含有量25％未満』＋『うちタンパク質含有量25～
45％』以上となっていること

大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

46 『在庫量（合計）』が『在庫量（国産）』＋『在庫量（輸入）』が一致すること。 一致しない場合は調査客体に確認してください。

なお、審査事項一覧表は変更する場合がある。

５　乳製品の生産量及び月末在庫量
（つづき）

５　乳製品の生産量及び月末在庫量　（キログラム単位で記入してください。ただし、アイスクリームはキロリットル単位で記入してください。） 単位：kｇ

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

うち、タンパク質含有量

25%未満

区 分 全 粉 乳 脱 脂 粉 乳 調 製 粉 乳

： ：

生 産 量 ： ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

： ：

： ： ： ：： ： ： ：

在庫量(合計) ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

： ： ：在庫量(輸入) ： ： ：

ホエイパウダー

：

在庫量(国産) ：

うち、タンパク質含有量

25～45%

： ： ： ：

５　乳製品の生産量及び月末在庫量　（キログラム単位で記入してください。ただし、アイスクリームはキロリットル単位で記入してください。） 単位：kｇ

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

うち、タンパク質含有量

25%未満

区 分 全 粉 乳 脱 脂 粉 乳 調 製 粉 乳

： ：

生 産 量 ： ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

： ：

： ： ： ：： ： ： ：

在庫量(合計) ： ： ： ： ： ：： ： ： ： ： ：

： ： ：在庫量(輸入) ： ： ：

ホエイパウダー

：

在庫量(国産) ：

うち、タンパク質含有量

25～45%

： ： ： ：

≧ 

=
 =
 

=
 

=
 

≧ 
≧ 
≧ 



本調査票は確定していないため変更する場合がある。

５　月別調査票（本社用）

別記様式第３号（第５条関係）

乳製品の月末在庫量（キログラム単位で記入してください。） 単位：kg

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

注：　月末現在で、倉庫に在庫として存在している乳製品の実数量を記入してください。

注：　帳簿上の動きではなく、実際の荷動きについて記入してください。

区　分 ホエイパウダー
うち、タンパク質含有量25～45%

区　分

在 庫 量 (合 計)

在 庫 量 (国 産)

在 庫 量 (輸 入)

在 庫 量 (合 計)

在 庫 量 (国 産)

在 庫 量 (輸 入)

うち、タンパク質含有量25%未満

： ： ：

バター全 粉 乳 脱 脂 粉 乳

記入者氏名

： ： ： ： ： ： ： ： ：

5 6 7 8 9

調 査 年 調査月 都道府県 管理番号 工 場

記入見本 0 1 2 3 4

牛 乳 乳 製 品 統 計 調 査

月 別 調 査 票（本社用）(案)

（平成　　年　　月分)

秘

農林水産省

統計法に基づく基幹統計   ・記載は、１枠１文字で記入してください。
  ・網掛け部分は記入の必要はありません。
  ・この調査票は、直接機械で読みとりますので、汚したりしないでください。
　  また、数字の記入に当たっては以下の記入見本を参考にして黒い鉛筆を使用し、間違えた場合には消しゴムできれいに消してください。

牛乳乳製品統計

入 力 方 向

5 １ 4 1

統計法に基づく国の統計
調査です。調査票情報の
秘密の保護に万全を期し
ます。



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

1 指標部に記入漏れ誤りがないか
各コードを牛乳処理場・乳製品工場一覧表で確認してく
ださい。

乳製品の月末在庫量

2
『ホエイパウダー』が『うちタンパク質含有量25％未満』＋『うちタンパク質含有量25～
45％』以上となっていること

大小関係が成り立っていない場合は、調査客体に確認し
てください。

６　月別調査票（本社用）の審査

指標部

乳製品の月末在庫量（キログラム単位で記入してください。） 単位：kg

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

区　分 ホエイパウダー
うち、タンパク質含有量25～45%

区　分

在 庫 量 (合 計)

在 庫 量 (国 産)

在 庫 量 (輸 入)

在 庫 量 (合 計)

在 庫 量 (国 産)

在 庫 量 (輸 入)

うち、タンパク質含有量25%未満

バター全 粉 乳 脱 脂 粉 乳

： ： ：： ： ： ： ： ： ： ： ：

調 査 年 調査月 都道府県 管理番号 工 場

≧ 
≧ 
≧ 



調査票項目
項
番

審査内容 対処方法

3 『在庫量（合計）』が『在庫量（国産）』＋『在庫量（輸入）』が一致すること。 一致しない場合は調査客体に確認してください。

なお、審査事項一覧表は変更する場合がある。

乳製品の月末在庫量（つづき）

乳製品の月末在庫量（キログラム単位で記入してください。） 単位：kg

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

区　分 ホエイパウダー
うち、タンパク質含有量25～45%

区　分

在 庫 量 (合 計)

在 庫 量 (国 産)

在 庫 量 (輸 入)

在 庫 量 (合 計)

在 庫 量 (国 産)

在 庫 量 (輸 入)

うち、タンパク質含有量25%未満

バター全 粉 乳 脱 脂 粉 乳

=
 =
 

=
 



審 査 項 目

　生乳生産量

　電子化された調査票データの集計値と基礎調査
結果から求めた推計値とから求めた都道府県別の
生乳生産量が、指定生産者団体等が取りまとめて
いる都道府県別の生乳生産量を上回っているかを
確認

　調査結果が指定生産者団体等の生乳生産量を下回っている場合に
は、前年調査票データ等を活用し、生乳の送受乳についての実態を
確認するとともに、必要に応じて報告値の修正を行う。
　なお、確認を行ったものの、指定生産者団体等の生乳生産量を下
回っている場合には、速やかに農林水産省に報告し、指示を仰ぐ。

７　月別調査　集計値の審査

審 査 内 容 対 処 方 法

　工場間における生乳
の送受乳量

　電子化された調査票データを集計し、工場間に
おける生乳の送受乳量が一致しているかを確認

　一致していない場合には、送乳側、受乳側のそれぞれの調査客体
から生乳の送受乳量の確認を行い、必要に応じて報告値の修正を行
う。
　なお、調査客体に確認は行ったものの、送受乳量が一致しなかっ
た場合には、速やかに農林水産省に報告し、指示を仰ぐ。



審 査 項 目 対 処 方 法

○調査票値の積み上げが間違っていないかを確
認。

調査票データ、集計
データを再確認し、
必要に応じて調査客
体に確認を行いデー
タの修正を行うとと
もに、審査内容につ
いては複数人による
ダブルチェックを行
う。

○各項目の全国値の対前年同月、対前月比較による増
減要因の確認

○県計値の積み上げが間違っていないかを確認。

○在庫量集計値の増減要因の確認 ○調査票値の積み上げが間違っていないかを確
認。

○統計表の各項目間の数値の整合性を確認 ○統計表の全国計と都道府県計とが一致している
か等、項目間の整合性を確認。

○統計表の累年データのロールイン・ロールアウトを
確認

○ロールインロールアウトが調査年、調査月と一
致しているかを確認。

８　（第１報作成編）集計ミス等の確認（月別調査）

審 査 内 容 審 査 の 留 意 点

　集計ミス等の確認

○各項目の県計値の対前年同月、対前月比較による増
減要因の確認



審 査 項 目 対 処 方 法

○統計表の計と内訳の整合性を確認 ○計と内訳の合計が一致しているかを確認。

○統計表の累年データのロールイン・ロールアウトを
確認

○ロールインロールアウトが調査年、調査月と一
致しているかを確認。

９　（第１報作成編）集計ミス等の確認（基礎調査）

審 査 内 容 審 査 の 留 意 点

　集計ミス等の確認

○各項目の全国値の対前年比較による増減要因の確認 ○調査票値の積み上げ、県計値の積み上げが間
違っていないかを確認。

調査票データ、集計
データを再確認し、
必要に応じて調査客
体に確認を行いデー
タの修正を行うとと
もに、審査内容につ
いては複数人による
ダブルチェックを行
う。



審 査 項 目 対 処 方 法

10　（報告書統計表作成編）集計ミス等の確認（報告書）

審 査 内 容

　集計ミス等の確認

○表側の年次、月次等の表記に誤りがないかを確認 集計データを再度確
認の上、審査内容に
ついては複数人によ
るダブルチェックを
行う。

○概数値公表以降にデータの修正があった場合は、そのデータが確実に集計値に反映されているかを確認



別紙11－1

No.

/

/

/

/

/

/

/

/

/

回答内容 備考
県番号 工場

/

（秘）平成　　　　年　牛乳乳製品統計調査　疑義照会状況

（基礎調査）

No 月日
応対時
間(分)

調査票の指標欄
照会内容



別紙11－2

No.

/

/

/

/

/

/

/

/

/

回答内容 備考
県番号 工場

/

（秘）平成　　　　年　牛乳乳製品統計調査　疑義照会状況

（月別調査）

No 月日
応対時
間(分)

調査票の指標欄
照会内容



従来の実施状況に関する情報の開示 別紙12
１　従来の実施に要した経費 （単位：千円）

平成25年度 平成26年度 平成27年度

（農林水産省）
人件費 常勤職員 104            104            103            
（基礎） 非常勤職員 － － －
人件費 常勤職員 － － －
（月別） 非常勤職員 － － －

108            335            309            
調査協力謝金 7,856          10,572         9,902          
民間事業者委託費 5,578          10,522         10,522         

13,646         21,533         20,836         
1              1              1              
13             15             15             
13             14             14             

13,673         21,563         20,866         
（注記事項）

２．人件費、減価償却費、退職給付費用、間接部門費については、今回新たに委託
　する「母集団整備に係る業務」に要した経費を計上している。
　　各項目の内容は以下のとおり。
　・人件費
　　内訳は、基本給、諸手当、社会保険料等である。
　・物件費
　　物件費については、今回新たに委託する業務に要した経費と実費払いの郵送料
　を計上している。
　　新たに委託する業務に要した経費は、備品費、消耗品費、被服費、光熱費、通
　信費、借料、保守料を計上。（調査に直接利用する費目のみ計上。）
　　平成25年度に要した郵送料は99,720円、26年度は326,633円、27年度は301,342円
  である。
　・委託費
　　委託費については、競争の導入による公共サービスの改革に関する法律(平成18
　年法律第51号）に基づく民間競争入札による委託費及び実費払の謝金である。
　　平成25年度の民間事業者委託費は、複数年契約（平成22年11月１日から平成26
　年１月31日まで）の１調査年分（税込）、平成26年度及び27年度は複数年契約
　（平成25年11月１日から平成29年１月31日まで）の１調査年分(税込)であり、謝
　金及び郵送料は含まれていない。
　　平成25年度に要した謝金は7,856,260円、26年度は10,571,580円、27年度は
  9,902,040円である。
　・減価償却費（建物）
　　定額法により算出。
　

（a）+（b）

１．業務の実施期間は１月から12月までの１年間である。

物件費（郵送料含む。）

委託費

計（ａ）
参
考
値

(

ｂ
）

減価償却費
退職給付費用
間接部門費



２　従来の実施に要した人員 （単位：人）
平成25年度 平成26年度 平成27年度

常勤職員 基礎調査 0.0161 0.0158 0.0155
月別調査 － － －

非常勤職員 基礎調査 － － －
月別調査 － － －

○

○

（注記事項）

２．平成25年基礎調査(26.1実施)に民間事業者が実施に要したのは、延べ11人日である
(非常勤除く）。
                                             （常勤：６人、非常勤10人）
  ・実査準備（調査関係用品の印刷、調査対象への翌年の調査の連絡・協力確認等）  30人日
　・調査票の回収・督促　  ２人日
　・審査・疑義照会対応　  ３人日
　・集計・第１報結果表作成・審査　  ３人日
　・調査対象への謝礼支給　１人日

３．平成25年月別調査に民間事業者が実施に要したのは、延べ88人日である（非常勤除
く）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（常勤：６人、非常勤：10人）
　・実査準備（調査関係用品の印刷、調査対象への翌年の調査の連絡・協力確認等）２人日
　・調査票の回収・督促　  14人日
　・審査・疑義照会対応　  31人日
　・集計・第１報結果表作成・審査　  38人日
　・調査対象への謝礼支給　３人日

（業務従事者に求められる知識・経験等）

　統計調査、牛乳乳製品に関する知識、情報処理（パソコン操作）に関する知識、
調査対象企業、業界に関する予備知識

　牛乳乳製品統計調査に関する業務を熟知し、照会対応業務及び督促業務ができる
こと

（業務の繁閑の状況とその対応）

○　12月～２月にかけて、基礎調査の実施にかかる調査関係書類の配布、調査票の回
　収、調査対象からの照会対応、調査票の審査、未提出調査対象への督促等、業務の
　繁忙期にあたる

１．調査の実施に要した人員については、民間委託をしているため、（農林水産省の職
　員数として）「－」としている。
　　常勤職員の基礎調査の人員については、今回新たに委託する「母集団整備に係る
　業務」に要した人員である。



２　従来の実施に要した人員（続き）
（注記事項）（続き）

４．平成26年基礎調査に民間事業者が実施に要したのは、延べ12人日である（非常
勤除く）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（常勤：５人、非常勤：９人）
　・実査準備（調査関係用品の印刷、調査対象への翌年の調査の連絡・協力確認等）２人日
　・調査票の回収・督促　２人日
　・審査・疑義照会対応　４人日
　・集計・第１報結果表作成・審査　３人日
　・調査対象への謝礼支給　１人日

５．平成26年月別調査に民間事業者が実施に要したのは、延べ60人日である（非常
勤除く）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（常勤：５人、非常勤：９人）
　・実査準備（調査関係用品の印刷、調査対象への翌年の調査の連絡・協力確認等）３人日
　・調査票の回収・督促　９人日
　・審査・疑義照会対応　21人日
　・集計・第１報結果表作成・審査　26人日
　・調査対象への謝礼支給　２人日

６．平成27年基礎調査に民間事業者が実施に要したのは、延べ11人日である（非常
勤除く）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（常勤：６人、非常勤：10人）
　・実査準備（調査関係用品の印刷、調査対象への翌年の調査の連絡・協力確認等）２人日
　・調査票の回収・督促　２人日
　・審査・疑義照会対応　３人日
　・集計・第１報結果表作成・審査　３人日
　・調査対象への謝礼支給　１人日

７．平成27年月別調査に民間事業者が実施に要したのは、延べ70人日である（非常
勤除く）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（常勤：６人、非常勤：10人）
　・実査準備（調査関係用品の印刷、調査対象への翌年の調査の連絡・協力確認等）２人日
　・調査票の回収・督促　11人日
　・審査・疑義照会対応　25人日
　・集計・第１報結果表作成・審査　30人日
　・調査対象への謝礼支給　２人日



３　従来の実施に要した施設及び設備
(1)平成25年度

（注記事項）

(2)平成26年度

（注記事項）

(3)平成27年度

（注記事項）

１．上記設備は、兼務している他業務分を含む。

２.事業を実施するために必要となる施設及び設備は、受託者において準備した。

○　施設
　　会社事務室一角

○　設備
　　電話16台、ＦＡＸ2台、コピー機2台、パソコン16台、プリンタ2台、
　シュレッダー1台、書庫、机・椅子

１.上記設備は、兼務している他業務分を含む。

２.事業を実施するために必要となる施設及び設備は、受託者において準備した。

○　施設
　　会社事務室一角

○　設備
　　電話19台、ＦＡＸ2台、コピー機2台、パソコン19台、プリンタ2台、
　シュレッダー1台、書庫、机・椅子

１．上記設備は、兼務している他業務分を含む。

２.事業を実施するために必要となる施設及び設備は、受託者において準備した。

○　施設
　　会社事務室一角

○　設備
　　電話16台、ＦＡＸ2台、コピー機2台、パソコン16台、プリンタ2台、
　シュレッダー1台、書庫、机・椅子



４　従来の実施における目標の達成の程度

目標・計画 実績 目標・計画 実績 目標・計画 実績
100% 100% 100% 100% 100% 100%
100% 100% 100% 100% 100% 100%

（注記事項）

　①平成25年
　　○基礎調査（回収率100％）
　　　調査対象数：605工場、回収数：605工場
　　○月別調査（回収率100％）
　　　調査対象数（延べ）：4,437工場、回収数：4,437工場

　②平成26年
　　○基礎調査（回収率100％）
　　　調査対象数：594工場、回収数：594工場
　　○月別調査（回収率100％）
　　　調査対象数（延べ）：4,293工場、回収数：4,293工場

　③平成27年
　　○基礎調査（回収率100％）
　　　調査対象数：588工場、回収数：588工場
　　○月別調査（回収率100％）
　　　調査対象数（延べ）：4,298工場、回収数：4,298工場

平成25年度 平成26年度 平成27年度

基礎調査
月別調査

１．回収率の算定根拠
　　回収率は、以下により算出したものである。
    調査対象数は、１年間の総調査対象数であり、調査不適合により除外した対象は
　ない。



５　従来の実施方法
従来の実施方法（業務フロー図等）

（事業の目的を達成する観点から重視している事項）

（注記事項）

　  平成26年基礎調査及び平成27年月別調査は、郵送、オンライン又はＦＡＸの中
　から調査対象が希望する方法により行った。
 
　①　平成26年基礎調査
　　　調査は、調査票を郵送又はオンラインにより送付し、郵送、ＦＡＸ又はオン
    ラインにより回収する方法。
　　　・郵送回収　　　　 　 44調査対象
　　　・ＦＡＸ回収　　　   304調査対象
　　　・オンライン回収　   246調査対象
　②　平成27年月別調査（H27年12月回収実績）
　　　 調査は、調査票を郵送又はオンラインにより送付し、郵送、ＦＡＸ又はオン
　　ラインにより回収する方法。
　　　・郵送回収　　　　　  ８調査対象
　　　・ＦＡＸ回収　　　   163調査対象
　　　・オンライン回収　   188調査対象
　
   なお、調査関係用品の配布及び調査票の回収における郵送料は約35万円（郵送
  に掛かる人件費等は含まない。）であった。

○　調査票の回収から公表までの期間が短いため、調査結果を正確かつ迅速に集計
　することが重要である。

１．調査対象への翌年の調査の連絡・協力確認
　・　基礎調査：調査対象への協力依頼・確定は、毎年12月下旬ごろから電話等に
　　よる協力依頼を経て、１月上旬頃に調査を実施した。
　・　月別調査：調査対象への協力依頼・確定は、調査協力の継続を維持する観点
　　から、基礎調査協力依頼にあわせ調査協力を取り付けた。

２．調査対象の継続率
　・　転業、休廃業その他理由により継続することが不可能となった場合を除き、
　　継続率は100％である。

３．調査方法と実績

○　基礎調査において、調査対象に調査拒否された場合、民間事業者へ再度適切な
　指導を行っている。しかしながら，数度の依頼でも協力が得られない場合は、農
　林水産省から調査対象に直接協力依頼するなど、すべての調査対象から調査協力
　を得られるよう努めている。

牛乳乳製品統計調査（基礎調査）の流れ図（別紙2-1）、牛乳乳製品統計調査
（月別調査）の流れ図（別紙2-2）及び「民間競争入札実施事業　牛乳乳製品統
計調査の実施状況について」（別添）参照

○　民間事業者との連絡を密にし、打合せや電話連絡により情報交換や意見交換を
　行い、調査の実施における具体的な問題点等を把握し改善を図ることにより、よ
　りよい統計になるよう努めている。

○　調査対象からの問合せに対しては、迅速・丁寧・正確に回答している。



５　従来の実施方法（続き）
（注記事項）（続き）

調査内容：

　 基礎調査

　 月別調査

　 　 疑義照会の内容
　　　・前年調査票データと比較した対象データの増減（変動）理由、工場間
　　　　における生乳の送受乳量及び繰越・繰入量の確認、飲用牛乳等の都道
　　　　府県出荷量の確認、記入誤りの確認等

　　　疑義照会については、常時４名体制で対応した。

オンライン調査システムの操作方法
担当者や連絡先の変更　　　　　　　　　　等

５．調査対象への疑義照会件数

　平成26年基礎調査及び平成27年月別調査における調査対象への疑義照会件数は
次のとおり。

調査票の記入の仕方

４．調査対象からの照会件数（平成27年）

　平成26年基礎調査及び平成27年月別調査における調査対象からの照会件数は次
のとおり。

基礎調査

月別調査

合計件数
記入方法 システム関係 その他

12 2 2 8

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間計

記入方法 - - 1 - - - - - 1 - - - 2

システム関係 - 3 5 1 9 5 2 4 2 1 2 2 36

その他 5 10 15 6 13 6 1 3 9 - 1 1 70

平成26年

疑義照会件数 242

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

疑義照会件数 297 299 310 304 301 295 310 303 304 292 294 307



５　従来の実施方法（続き）
（注記事項）（続き）

６．督促の方法と実績

　　平成26年基礎調査及び平成27年月別調査の民間事業者による督促は、４名体制
　で対応した。
　　その方法については、電話、ＦＡＸ又は電子メールにより報告期日の事前に行
　い、連絡がつかない場合は、再度、ＦＡＸ又は電子メールにより督促を行った。

７．調査対象への謝金支払

  　平成26年基礎調査及び平成27年月別調査においては、調査対象に支払う調査協
　力謝金については、工場の代表者等に対し、口座振込により支給している。
　　平成26年基礎調査については、594調査対象のうち受取を辞退した調査対象を除
　いた546調査対象に対して4,080円、総額約223万円（謝礼支払いに要する人件費や
　振込手数料等は含まない。）を支払った。
　　平成27年月別調査については、375調査対象のうち受取を辞退した調査対象を除
　いた343調査対象に対して調査票を回収した月数割合に応じて年額最高35,040円、
　総額約834万円（謝礼支払いに要する人件費や振込手数料等は含まない。）を支払
　った。
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